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業 績 予 想 の 修 正 に 関 す る お 知 ら せ  

 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成１７年１１日９日の中間決算発表時に公表した

平成１８年３月期（平成１７年４月１日～平成１８年３月３１日）の業績予想を下記

の通り修正しますので、お知らせいたします。 

 

 

記 

 

 

１．業績予想の修正 

（１）平成 18年 3 月期連結業績予想の修正（平成 17 年 4月 1 日～平成 18 年３月 31 日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ３８,５００ ４,３００ ２,７７０ 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ３７,６５０ ３,４５０ ２,１９０ 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △８５０ △８５０ △５８０ 

増 減 率 △２.２ △１９.８ △２０.９ 

（ご参考）平成 17年 3月期実績 ３７,５２８ ４,０６１ ２,６４７ 

（単位：百万円、％） 

 

（２）平成 18年 3 月期業績予想の修正（平成 17 年 4 月 1 日～平成 18年３月 31日） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純 利 益 

前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ３６,８００ ３,６２０ ２,２８０ 

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ３５,２００ ２,７５０ １,６２０ 

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） △１,６００ △８７０ △６６０ 

増 減 率 △４.３ △２４.０ △２８.９ 

（ご参考）平成 17年 3月期実績 ３４,２２５ ３,５３４ ２,２６０ 

（単位：百万円、％） 

 



 

 

 

２．修正の理由 

当期におきましては、多機能な高級機種から価格を抑えた機種までカラーテレビドアホ

ンのラインアップの充実を図りましたが戸建市場、中でも家電量販店・ホームセンターで

の競争激化が予想以上に厳しく、売上は予想を下回る見込みとなりました。 

また、利益面におきましても、海外で生産したカラーテレビドアホンの投入などで原価

改善を図っておりますが、売上が予想を下回る見込みであることや販売価格の低下により、

経常利益、当期純利益ともに予想を下回る見込みとなりました。 

 

 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

今後様々な要因によって実際の業績は予想数値と異なる場合があります。 

 

 

以 上 


